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This paper describes the use of an electro-optic probe system to measure the electric field strength of an 
organic photovoltaics (OPV) cell model.  It is necessary to measure the voltage of each OPV cell for failure 
analysis of the OPV. We confirmed the voltage of each OPV cell can be calibrated by measuring electric field 
strength over OPV cell model.  








































OPV の断面図を図 2 に示す.太陽電池の最小単位はセ
ルと呼ばれ OPV セルはバルクヘテロ接合された P 型半導














 図 2 OPV の断面 
 
（２）OPV セル電圧校正方法 








図 3 単独セルの発電(a)と複数セルの発電(b) 
 
ここでは OPV が 3セルから成るとする.EO プローブによ
り検出される電界強度は Z 軸方向のみであり.図 3(a)のよ








































３． EO プローブシステム 
EO プローブとは印加された電界に比例し屈折率が変化
する 1 次の電気光学効果を持つ EO 結晶[5]とレーザ光,光
学素子の組み合わせによって非接触で電界強度を計測す
る電界センサである.EO プローブは EO 結晶に印加され
た電界強度を入射されたレーザ光の偏光状態の変化とし
て検出する. また OPV の製造工程中の故障検知には EO
プローブが有効であると報告されている[6][7]。本研究で
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図 4 EO プローブシステムの構成 
 







る EO 結晶位置の定義について図 7 に示す. 
 
 




図 6 OPV モデルセル電圧校正実験系 
 
 














の OPV の周波数特性を考慮し 1 kHz の周波数で ON/OFF
変調される.図 5 のように左のセルから Cell 1,Cell 2,Cell 
3, Cell 4, Cell 5 と定義する.また Cell 1 の表面中心に X 軸
と Z 軸の原点をとる.EO 結晶位置を EO プローブヘッド
内の EO 結晶の中心の X 座標が各セルの X 軸方向の中央
にきたとき Cell 1 からそれぞれ A,B,C,D,E とする.EO
プローブヘッドと制御部は X 軸方向にスライドさせるこ
とができる X レールに取り付けた.これにより EO結晶位
置を定義した位置に EO プローブヘッド内の EO 結晶を
移動させ計測を行う.また EO 結晶底面と 5 セルモデル上
側電極との距離は 5 mm である.ここでセルに設定する電
圧𝑉𝑆𝐸𝑇をセルに設定できる最大の電圧𝑉𝑀𝐴𝑋(120 mV)によ
って規格化し,セルに設定する電圧パターンを Case 1 か
ら Case10 まで表 1 のように定義する.Case 1 から Case 5
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ション結果の誤差をそれぞれ図 8 と図 9 に示す. 
 
 
図 8 OPV モデルセル電圧校正実験の誤差 
 
 



















OPV 表面の電界強度分布から,行列式によって OPV の各
セルに発生する電圧を推定することができるという結果
が得られた.今後はさらなる校正精度の向上を図り最終
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